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活力が低下し生長も遅滞したことから，付着藻類の影響

が疑われたが，苗の脱落はヤシマット有区で4本，無区

で6本のみで生残率は95％以上と高かった。海域移植

後も生長は天然に比べてかなり劣っており，3月16日

時点で葉長15㎝程度にしか生長していないが，生残率

は全体で84％と比較的高く，着実に海域に定着してい

ると思われた（表2）。アマモは初期の生長の遅滞がそ

の後の生長に大きく影響するのであれば，中間育成時に

順調に生長させることが今後の課題となる。

表１ 中間育成試験におけるアマモ苗の生育状況

表２ 海域移植試験におけるアマモ苗の生育状況


